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支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　庄内地区の河之内天川集落では、毎年11月にコスモ

スまつりを開催しています。しかし、コスモスのほか

にも見どころがあるのをご存じでしょうか。

　その一つが、春のれんげまつりです。せっかくの棚

田をコスモ

スだけで終

わらせては

もったいな

いと、地元

の天川棚田

保存会のア

イデアで、昨年から開催しています。れんげ畑は田園

地帯なら珍しくありませんが、山の谷間に広がる棚田

のれんげ畑は格別で、日頃のストレスを忘れさせてく

れます。ただし、今年はれんげが鹿の食糧となってし

まったため、来年は菜の花畑にチャレンジしてみよう

と、保存会では検討中です。菜の花にかわっても、天

川集落には花畑がきっとお似合いでしょう。

　見どころは花だけではありません。鏝絵のある古民

家や、山の神さんのほか、即身仏になった尼さんを祭

るほこらと伝えられる比丘尼さんなどがあります。

　天川棚田保存会の取り組みは、地域の高齢化などに

伴う耕作放棄地の発生を防止するために始めたもので

すが、これからの活躍にもご注目いただき、ぜひお立

ち寄りください。

　

　「募金をお願いします」。毎年、８月に開催される

丹原七夕夏まつりの飾りの中を歩いていると、元気な

声が聞こえてきます。制

服制帽で呼び掛けている

のはボーイスカウト西条

12団の子どもたちです。

　ボーイスカウト西条12

団は、平成９年に丹原地

域の支援によって「ボー

イスカウト丹原１団」と

して発団し、平成17年に

現在の呼称に改称しました。当初は小学３～５年生の

カブスカウト11人から出発し、現在は小学１・２年生

のビーバースカウト４人、カブスカウト10人、小学６

年生～中学３年生のボーイスカウト８人、高校１～３

年生のベンチャースカウト１人、大学生のローバース

カウト１人の合計24人で活動しています。

　主な活動は、キャンプ、トレッキング、サイクリン

グ、自然観察などの野外活動です。また、「地域に貢

献するスカウト活動」をモットーに各種の募金活動、

老健施設訪問、佐伯記念館・丹原公民館前の花植え、

交通茶屋などの奉仕活動を行い、豊かな人間形成を目

指しています。今年も丹原七夕夏まつりに笹飾りを出

展するとともに募金活動を行います。地域で活動して

いるのを見掛けたら、ぜひ声を掛けてください。

ボーイスカウト西条12団
　　　（旧丹原１団）をご存じですか

日本の原風景が残る山里「天川」
　　～棚田保存会による魅力づくり～

　、

　

　６月16日、佛心寺を広く知ってもらおうと、小松史

談会主催、佛心寺・裏千家松柏会共催で「座禅と文化

財とお茶の会」が開催されました。

　佛心寺は小松藩２代藩主一柳直治公によって藩主の

菩提寺として創建され、代々の殿様が正月や先祖の命

日に大勢のお供を連れて参拝したそうです。

　当日、本堂前に集合した参加者は、建物など文化財

の説明を聞いたあと、禅堂で座禅体験を行いました。

禅堂と侍者寮の間には沙羅の樹（ナツツバキの別名）

があり、この日はまだ咲き始めで少ないながらも美し

い花を見ることができました。侍者寮では、松柏会に

よる抹茶と和菓子を味わいながら、市指定文化財「絹

本南明禅師像」の解説を受けました。参加者は「座禅

をしていると雑念が消えて心が落ち着く。お庭も立派

でまた来てみたい」と話していました。

　佛心寺の庭を見学したい方は、ご住職に時間のある

ときは案内してもらうことができます。電話で確認の

上、お越しください。

■問合せ　佛心寺（TEL0898－72－2352）

座禅と文化財とお茶の会
～沙羅双樹の季節に佛心寺を訪ねて～

▲禅堂での座禅体験の様子

しゃら

▲次回棚田を飾る花もお楽しみに

　　　　　

　　　　　

き

ぽんなんめいぜんじぞう

けん

こてえ

び　く　に

▲今年も元気に呼び掛けます
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